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販
売
部
門
の
復
活
に
よ

り
、
今
年
は
二
年
二
組
が
「
お

菓
子
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
を

販
売
し
ま
し
た
。 

一
年
ぶ
り
に
外
展
示
も
復

活
し
、
三
年
三
組
を
は
じ
め

５
ク
ラ
ス
が
外
の
展
示
に
参

加
し
て
、
迫
力
あ
る
作
品
が

校
舎
外
も
活
気
づ
け
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
内
展
示
は
昨

年
と
同
様
、
お
客
さ
ん
の
参

加
型
の
展
示
が
多
く
、
来
場 

 

 

者
と
共
に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

全
国
大
会
出
展
の
美
術

部
・
書
道
部
の
展
覧
も
好
評

で
し
た
。
お
茶
の
体
験
が
出

来
る
茶
道
部
な
ど
日
頃
の
活

動
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま

し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 

各
部
門
の
優
秀
賞
は
次

の
通
り
。 

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
金
賞

は
、
ク
ラ
ス
の
文
化
祭
へ
の

取
り
組
み
を
題
材
と
し
た
劇

を
演
じ
た
三
年
六
組
（
西
春

へ
の
ベ
ク
ト
ル
）
。
銀
賞
は
三

年
四
組
（
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
）
。 展

示
・
販
売
部
門
の
金
賞

は
巨
大
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
に

取
り
組
ん
だ
二
年
一
組
（
純

和
風
）
。
銀
賞
は
二
年
四
組

（
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
昭
和

の
世
界
へ
レ
ッ
ツ
Ｇ
Ｏ
）
。
銅

賞
は
二
年
三
組
（
華
ざ
か
り

の
僕
た
ち
）
。 

一
年
生
部
門
の
金
賞
は
爪

楊
枝
５
万
本
で
取
り
組
ん
だ

ア
ー
ト
七
組
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
世
界
へ
ご
招
待
）
銀
賞
は

三
組
（
七
夕
Ｍ
ｉ
ｌ
ｋ
ｙ

Ｗ
ａ
ｙ
）
と
四
組
（
雛
は
ダ

レ
だ
）
。
惜
し
く
も
入
賞
で
き

な
か
っ
た
ク
ラ
ス
も
そ
れ
ぞ

れ
に
工
夫
や
個
性
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

文
化
祭
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
新
し
い
取
り
組
み
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
新
旧

の
生
徒
会
執
行
部
で
組
ん
だ

と
こ
ろ
で
す
。
従
っ
て
生
徒
会

の
任
期
が
三
ヶ
月
延
長
さ
れ
、

文
化
祭
で
引
退
と
な
り
ま
し

た
。
柳
生
生
徒
会
長
か
ら
「
皆

さ
ん
に
感
謝
で
す
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
り
ま
し
た
。
三
年
生
の

執
行
部
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。
新
執
行
部

は
、
先
輩
に
負
け
ず
頑
張
っ
て

下
さ
い
。 

ちょっと一言 次号に続き、「啓発録」その２です。「気を振う」と書かれていて、人に負けない

心を持ち、自分で励まし、奮い立たせようということです。人間は誰でも他の人に負けまいとする

心をもっている。また人に恥をかかせられると残念に思う心と、その中で生まれる意地とか意地っ

張りをもっている。それが「気」です。だから「気を振う」は、人に負けまいとする心で、努めて

自分を励まし奮い立たせることなのです。だが、この「気を振う」心構えも、将来の志が立ってい

なければ、氷が溶けていくように消えてしまいます。気力を振い起し、志をしっかり持とう。 

三
年
生
か
ら
四
ク
ラ
ス
、

二
年
生
は
一
ク
ラ
ス
参
加
の

ク
ラ
ス
ス
テ
ー
ジ
は
劇
、
ダ

ン
ス
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
凝
ら
し
、
笑
い
あ
り
、

感
動
あ
り
で
、
観
客
と
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

 


